
保育論(実習及び家庭看護を
含む。)123122077 小田良枝 専門 2 選択 2後期

科目の概要
ディプロマ・ポリシー②　ライフスタイルのデザインを提案するために必要な衣・食・住および地域活性に関連する専門的知識・技能を身に着け、
地域再生に貢献することができる。を目標とする。そのために、30年の保育現場の経験及び子育て支援センターおよび病児保育室を併設した複合型
幼保連携型認定こども園の改築に携わった経験を活かし教育を行う。人間の健康的な成長を考えたとき、胎児期からの心身の発達、生活習慣、環
境、社会制度や施策など様々な面から理解するとともに、現代社会における育児上の課題について現状をふまえながら対策について考える。

学修内容 到達目標

① 子どもの心身の発育・発達過程や子どもを育てること
の意味を理解できる 。
② 現代社会の子育て支援について学ぶ 。
③ 乳幼児の発達をふまえ、人的環境としての保育・教育
者として役割が理解できる 。

① 子どもの発育・発達を学び「子どもを育てる」とは、
どのようなことなのか理解できる。
② 子育てをめぐる社会状況や人々の考え方の変化と、そ
の背景を理解し、必要に応じた支援の内容を調べ、問題解
決することがきる。
③ 乳幼児の心身の発達をふまえて人的環境としての保
育・ 教育者・社会の構成員としての役割が理解できる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 課題や次回の授業内容の提示に対し、主旨を受け止め、進んで取り組み、さらに課題を分
析するのに必要な知識についてテキストや文献を使って自己学修をすることができる

働きかけ力

実行力 一度決めたことは最後までやりきることができる。

考え抜
く力

課題発見力 現代の子育て状況を理解し、課題を見極めることができる。

計画力

創造力 物事を考える時に、固定概念に捉われることなくいろいろな方向から考えることができ
る。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

グループ発表の際聞き手に分かりやすい発表の仕方（声の大きさ、スピード等）や話すポ
イントが整理され発表できる。

グループワークで人の意見を確認し、さらに自分の意見を述べる事ができる。

無断欠席、遅刻、居眠り、私語など講義に支障をきたす行動をせず、授業が円滑に進行す
るようルールを守る事ができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：「新保育学」 岡野雅子ほか著 （株）南山堂
参考文献：随時、授業の中で紹介する。

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：「ジェンダー論」
資格との関連：中学校教諭一種免許（家庭）  高等学校教諭一種免許（家庭）

学修上の助言 受講生とのルール
・児童福祉法における対象年齢の子どもの発達過程を学び、 子育てにつ
いての情報、思春期の子どもの情報等に常に関心を持ち、教育者、保護
者としての視点で役割を考えると い。
・現代社会の中で子育て中の親子や乳幼児の姿に関心を持つと良い。
・現代社会における子育て支援の知識を得ると良い。

・授業中の私語は周囲の迷惑となるので慎むこと。携帯電話は電源
を切りカバンの中に入れておくこと。
・提出物は指定日に提出すること。後日提出は評価しない。
・指導した論文形式で最終講義提出のレポートを作成しない場合は
単位取得が不可になる。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

到達レベルに加え、Ｓ：社会人基礎力のうち７修得できて
いる。 Ａ：社会人基礎力が６修得できている。
① 子どもの発育・発達を学び「子どもを育てる」とは、
どのよ うなことなのか理解し説明することができる。
② 子育てをめぐる、社会や人々の考え方の変化とその背
景を 理解し、支援の内容が自己の考えで列記されてる。
③ 乳幼児の心身の発達過程を理解し、保育内容や遊びを
主 体的に調べ、協力して実施することができる。

到達レベルに加え、Ｂ：社会人基礎力のうち４修得でき
ている。Ｃ：社会人基礎力のうち２修得できている。
① 子どもの発育・発達を学び「子どもを育てる」とは、
どのようなことなのか理解することができる。
② 子育てをめぐる、社会や人々の考え方の変化と、その
背景が解り支援の内容を述べる事ができる。
③ 乳幼児の心身の発達をふまえ、保育内容や遊びを 考え
協力して参加できる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

40

・ライフシート、自分を取り巻くマップ、指導案作成の課題を平均
して判定する  ①講義内容が理解できているか確認する。  ②自身
の見解を述べ、次のステップにどのように行動するのか主張ができ
ているか。 ・出題範囲は、各時点までの授業で学習した内容とす
る。

② ✓

③小テスト

① ✓

30

・授業の中から学んだこと、文献等で調べたことが記述してあるか評
価をする。 タイトル― 「子どもを育てるとは」―   サブタイトル
各自設定する      提出日 後日指定する ① 子どもを育てるとはどう
いう事なのか、乳幼児の心身の発達をふまえ記述する。 ② 子育てを
めぐる社会や人々の考え方の変化とその背景を理解し、保育・ 教育者
として人的環境の在り方を記述する。

② ✓

③レポート

① ✓

20

・「あそび」のグループ発表に、グループメンバーとともに目標に
向けて協力する力を育成することができたかを評価する。（発表当
日欠席しないこと） ① あそびの提案、協調、意見の発信、傾聴が
できていたかを評価する。 ② 教育・保育する者として協働する態
度で取り組めたかを評価する。

② ✓

③ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）課題等の主旨を捉え、進んで取組み自己学修ができたか評価する 。
（実行力）決めたことは最後までやりきることができたか評価する 。
（課題発見力）現代の子育て状況の理解から課題を見極められたか評価する 。
（創造力）他者と活動する中で多角的に物事を考えることができたか評価す
る。
 （発信力）相手に分かりやすい話しのポイント、方法ができているか評価する
 。
（傾聴力）グループ活動の際意見を述べる事ができるか評価する 。
（規律性）授業が円滑に進行するようルールを守る事ができたか評価する。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



到達レベルに加え、Ｂ：社会人基礎力のうち４修得でき
ている。Ｃ：社会人基礎力のうち２修得できている。
① 子どもの発育・発達を学び「子どもを育てる」とは、
どのようなことなのか理解することができる。
② 子育てをめぐる、社会や人々の考え方の変化と、その
背景が解り支援の内容を述べる事ができる。
③ 乳幼児の心身の発達をふまえ、保育内容や遊びを 考え
協力して参加できる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・オリエンテーション
・現代社会と保育１
少子化社会  「子ども
子育て支援法」
・「子ども子育て支援
新制度」を学修する。

講義 ・授業の目的、進め方、評
価の方法を理解する。
・「子ども子育て支援法」
の目的・理念が分かる。
・認定子ども園、幼稚園、
保育園、多文化理解、男女
共同参画の理念など現代社
会の重要な変化が理解でき
る。

（予習）「保育」と
「子どもを育てる」こ
とについて、現時点で
の自分の理解をまとめ
ておく。
（復習）「子ども子育
て支援法」小テストを
行うので覚えてくる。

180 主体性
規律性

2

・現代社会と保育２
子育て支援　子育て支
援の場・連携、子育て
支援のあり方について
学修する。

講義
・小テスト
・前週の講義内容を
フィードバックする。

・子育て支援の目的・
場と連携が理解でき
る。
・伝統社会の子育てか
ら、現代の子育て、支
援のあり方を学び理解
できる。

（予習）教科書P1～
6、Ｐ116～120 を読ん
でくること。
（復習）子育て支援の
目的・場と連携の小テ
ストを行うので覚えて
くる。

180 主体性

3

・妊娠と出産 胎児・
新生児・乳児の違い
「子どもの人権」につ
いてディスカッション
をする。

講義
・小テスト
・グループ活動
（ディスカッションの
メモ書きを提出）
・前週の講義内容を
フィードバックする。

・母体の健康管理と出
産について理解を深め
る。
・「子どもの人権」に
ついてディスカッショ
ンで自己の考えを発信
することができる。

（予習）教科書P7～
22、P77～ 81、114～
115、 P124～ 125 を
読んでくること。
（復習）母体の健康管
理と出産について学生
時代から気を付ける事
を記述し提出する。

180 発信力
傾聴力

4

・子どもの発達１ 乳
児期① 乳児期の発達
を学び、発達の意味を
考え、自己の育ち を
記述する。

講義
・レポート
・ＤＶＤ視聴（乳幼児
の発達と保育 ０歳
児）
・前週の講義内容を
フィードバックする。

・乳児期の身体発育・
発達について理解でき
る。
・子どもの発達は、新
たな能力の獲得に繋が
る事が理解できるよう
になる。

（予習）教科書P22～
45を読んでくる事。
（復習）０歳児のＤＶ
Ｄを視聴し感じた事、
学んだ事を記述し提出
すること。

180 課題発
見力

5

・子どもの発達２ 乳
児期② 子どもの育ち
にとって大人との応答
的関わりの大切を学
ぶ。

講義
・ＤＶＤ視聴（乳幼児
の発達と保育 １．２
歳児）
 ・前週の講義内容を
フィードバックする。

・発達は一人一人違
い、身近な大人との応
答的な関わりにより発
達・発育が促されるこ
とが理解できる。

（予習）教科書Ｐ53～
77 を読んでくるこ
と。 （復習）1・2 歳
児のＤＶＤを視聴し感
じた事、学んだ事を記
述して提出すること。

180 課題発
見力

6

子どもの発達３ 幼児
期① 感情・情・情動
の発達と言葉 の獲得
の関係を学修する。

講義
・ＤＶＤ視聴（乳幼児
の発達と保育 ３・
４・５ 歳児）
・前週の講義内容を
フィードバックする。

・感情・情・情動等の
発達段階と言葉の獲得
における教育のあり方
が説明できる。

（予習）配布資料読ん
でくること。（言葉と
コミュニケーション）
（復習）子どもの心を
育てることについて考
えを記述してくる。

180 課題発
見力

7

・子どもの発達４ 幼
児期② 子どもの育ち
にとって遊びの重要性
を学修する。

講義
・レポート作成をす
る。（Googleクラス
ルーム上に提出する）
・前週の講義内容を
フィードバックする。

・子どもの成長発達の
基本である「あそび」
の発達や変化、ルール
の獲得など教育の関係
から説明できる。

（予習）教科書P95～
106 を読んでくるこ
と。児童センター、児
童館での支援を調べて
くる。
（復習）子育て支援の
場と連携先を復習す
る。

180 発信力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

・子どもの生活・保育
１ 育児上の課題につ
いてグループ討議、発
表をする。折り紙遊
び・あやとりの実践を
する 。

講義
・グループ活動 （グ
ループ討議のメモ 書
きを提出）
・実技
・前週の講義内容を
フィードバックする。

・児童館での子育て支援
について理解できる。
・子どもの生活に理解を
深め育児上の課題が説明
できる。
・親子のふれあいを深め
る。折り紙・あやとり遊
び方が説明できる。

（予習）教科書P106～
111 を読んでくること
（復習）「各グループ
の育児上の課題につい
ての自己の支援方法を
考えレポートにまとめ
提出する。

180 発信力
傾聴力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

・子どもの生活・保育
２
「命のものさし」から
命について考える

講義
・グループ活動
・前週の講義内容を
フィードバックする。

・「命」について多面
的に理解できる。
・子どもの命を守る保
育者の役割について理
解できる。

（予習）配布資料を読
んでまとめてくる 。
（復習）「命のものさ
し」について感想をま
とめる。 180

主体性
課題発
見力

10

・子どもの生活・保育
３
「弁当の日」がやって
きたから食育を考え
る。

講義
・グループ活動
・前週の講義内容を
フィードバックする。

・食育について理解す
る。保育園での給食、
離乳食について理解で
きる。

（予習）配布資料を読
んでまとめてくる 。
（復習）「弁当の日が
やってきた」について
感想をまとめる。 180 発信力

傾聴力

11

・子どもの病気・怪我
と看護１ 疾病を学
び、感染症の特徴 や
看護方法を学修する。

講義
・前週の講義内容を
フィードバックする。
・子どもの病気につい
ての動画を視聴し、ま
とめたものをGoogle上
に提出する。

・乳幼児に多い疾病・
怪我・感染症の特徴や
看護方法を知り、ケ
ガ・事故の予防方法が
理解できる。

（予習）教科書P115～
120、141～157 を読ん
でくること。
（復習）「子どもを育
てるとは？」のレポー
トの具体的内容を考
え、資料を集める。

180 課題発
見力

12

・保育の現場を見学す
る １
保育現場での環境など
を見学し、保育・食育
について学修する。

演習
・保育園見学

・保育園見学を通して
日常の生活、遊び、食
育の環境が説明でき
る。

（予習）保育園見学控
え、目的を考え配布用
紙に記述する。
（復習）保育園見学を
通して日常の生活、遊
び、食事などを理解し
たことをま とめる。

180
主体性
課題発
見力

13

・保育の現場を見学す
る ２
子どもの遊びの様子を
観察記録し学修する。

演習
・保育園見学

・保育園見学を通して
子どもの遊びの様子が
養護と教育の場面とし
て捉え説明できる。

（予習）2回目の保育
園見学の目的を考え配
布用紙に記述する。
（復習）保育園見学を
通して一人の子どもの
遊びの様子から理解し
たことをまとめる。

180 主体性
規律性

14

・保育・教育者として
の人的環境
人的環境としての役割
を学 修する。

講義
・グループ活動 ・前
週の講義内容をフィー
ドバックする。
・ミニレポート作成

・乳幼児の心身の発達
をふまえ「子どもを育
てる」とはどのように
考えるか説明できる。
 ・他のグループの発表
を聞き、「子どもを育
てる」とはどのように
考えるが理解できる。

（予習） 保育所見学
を通して保育の環境図
を作成しておく。
（復習）「子どもを育
てると は？」レポー
トの下書きを完成させ
ておく。

180 傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

・まとめ 「子どもを
育てるとは？」のレ
ポートを作成する。

講義
レポート作成
・レポート提出
・１４週間の講義内容
をフィードバックする
 。

・「子どもを育てる」
ために人的環境として
のあり方が理解でき
る。

（予習）講義で学んだ
ことを踏まえレポート
作成に臨む。
（復習）今まで学んだ
内容を振り返り、資料
を整理する。

180 創造力
発信力


